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研究成果の概要（和文）：　スタンディングマシーンを用いたトイレ介助について具体的な介助方法を作成し
た。そして、従来の人力のみのトイレ介助方法と、スタンディングマシーンを用いたトイレ介助方法について、
実際の車椅子トイレの環境下で、看護師にかかる負担を表面筋電図、ゴニオメーターによって測定した。また、
患者に対しては、質問紙で負担感を尋ねた。
　筋電図およびゴニオメーターの測定結果によると、スタンディングマシーンを用いたトイレ介助方法は、看護
師の身体的負担を減らしていた。また、患者役の身体的負担感も減少させていた。

研究成果の概要（英文）： This study investigated the effectiveness of using a newly developed 
powered sit-to-stand lift to assist wheelchair users with toileting. Physical burden on nurses and 
patients was compared between using the new powered sit-to-stand lift and using the usual 
person-assisted transfer for toileting care in an actual accessible toilet designed for wheelchair 
users in Japan. Physical burden on nurses was measured using surface electromyography and 
goniometry. Patients reported the physical burden placed on them via a questionnaire. The newly 
developed powered sit-to-stand lift reduced physical burden on the nurses compared with 
person-assisted transfer and also reduced physical burden on the patient.

研究分野：基礎看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究によって、実際の車椅子トイレの環境下で使えるスタンディングマシーンを用いたトイレ介助方法の具
体的な方法を提案することができた。
　また、看護師は筋電図およびゴニオメーターの結果から、患者に対しては質問紙調査から、スタンディングマ
シーンを使用したトイレ介助方法は、両者にかかる身体負担を減らせることを明らかにした。特に看護師の腰部
負担軽減は､腰痛予防、さらには離職予防につながる。患者を将来にわたって看護できる人材を確保するために
も､スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法を普及し､活用していくべきと考える｡

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９､Ｆ－１９－１､Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

車椅子患者のトイレ介助時､従来､看護師は人の力のみで患者の身体を車椅子からトイレ便座

側に方向転換し､患者の着衣を下して､便座へ着座させるという方法を取ってきた｡しかし､この

方法は､看護師にとっては患者を支える上腕や腰部等の負担が大きく､患者にとっても不安定な

姿勢で負担が大きいと考える｡ 

厚生労働省は 2013 年に「職場における腰痛予防対策指針」を発表し､腰痛予防のため､原則と

して人力による人の抱上げは行わせないこととし､リフト(スタンディングマシーン含む)等の福

祉用具を積極的に使用するよう推奨した 1)｡しかし､未だ人力による介助が広く行われている｡ 

リフトで､要介助者をベッドと車椅子間で移乗する際､正しくリフトを使用した場合は腰部の

負担軽減効果があったという報告がある 2)｡しかし､トイレ介助時のリフトの効果を調べた研究

は少ない｡吉川らは､車椅子からトイレの移乗の際に､天井走行型リフトを使用することによって

介助者の腰部負担を軽減できたとする 3)｡しかし､この研究では､車椅子とトイレ間の移乗につい

ては検証されているが､トイレ介助に必須である下衣の着脱や臀部の拭き上げなどを含めたトイ

レ介助全体に関する負担については言及されていなかった｡ 

本研究では､トイレへの移乗だけではなく､下衣の着脱や臀部の拭き上げまでを含めたトイレ

介助全体の軽減を目指す｡そこで､海外でトイレ介助等に使用されるスタンディングマシーンに

着目した｡このスタンディングマシーンは､普通のリフトに比べると､下衣の着脱等がしやすい構

造となっている｡また､このスタンディングマシーンは､天井走行式リフト等と比べると小さく､

日本の狭いトイレ環境および一般的な車椅子でも使用できるのではないかと考えた｡しかし､ス

タンディングマシーンをトイレ介助に使用した場合､看護師および患者にとって､実際､どの程度

の身体負担の軽減が見込めるかについて検証した研究は見つけられなかった｡ 

 

２．研究の目的 

本研究では､看護師と患者にとって身体負担の少ないトイレ介助方法を探求し､日本の病院で

も実施可能なスタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法の開発を目指す｡ 

そして､従来の人力のみの介助方法とスタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法につ

いて比較し､看護師・患者の身体負担がどのくらい軽減できるのかについて検証する｡ 

 

３．研究の方法 

(1) 第一段階：先駆的に福祉用具を使用している施設での実際の利用者や使用方法の把握 

第一段階の目的は､トイレ介助方法の開発の基礎として､国内で先駆的に福祉用具を使用して

いる介護老人保健施設を訪問し、実際のスタンディングマシーンの利用者の状況や使用方法を

学んだ｡スタンディングマシーンを使用している利用者と介助者に了承をいただき、介助場面を

見学した｡利用者の ADL を確認し、介助者に施設で行っている介助方法および注意点等を尋ねた｡ 

(2) 第二段階：日本の病院環境で実施可能なスタンディングマシーンを使用したトイレ介助方

法の手順の開発 

第二段階の目的は､日本の病院環境で実施可能なスタンディングマシーンを使用したトイレ介

助方法の詳しい手順を開発することである｡ 

開発にあたり､文献検討を行なった｡しかし、2017 年時点で国内でスタンディングマシーンを

使用したトイレ介助の方法について詳しく述べている文献はなかった。指針等ではスタンディ

ングマシーンを紹介する程度にとどまっていた 1)｡海外文献では、簡潔に方法を述べている書籍

を見つけたが 4）、下衣の着脱方法など詳細な方法はなかった｡また、sit-to-stand lift 等のキー



ワードで PubMed を検索したが､介助方法について述べている文献は見いだせなかった｡ 

したがって、第一段階で見学した結果と、国内外の文献や紹介動画等の情報､および使用した

スタンディングマシーンの販売業者から受けたレクチャーを元に､本研究でのスタンディングマ

シーンを使用したトイレ介助方法の手順を開発した｡ 

開発した手順について､移乗介助に詳しい日本看護技術学会移動動作評価研究グループのメン

バーに提示しスーパーバイズを受けた｡さらに看護師に､車椅子トイレで、実際に模擬患者に手

順の介助を行ってもらい､実施可能か確認して修正を加えた｡ 

(3) 第三段階：スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法の効果の検証 

① 第三段階の目的 

第三段階の目的は、第二段階で開発した手順のスタンディングマシーンを使用したトイレ介

助方法によって､実際に看護師と患者の身体の負担が軽減できるのかを検証することである｡ 

② 研究対象者と試技 

研究対象者は、看護師経験が 3 年目以上ある看護師 8 名と患者役として前期高齢者の健常者 1

名とした｡A 大学の車椅子用トイレ（幅 2.0ｍ×奥行き 2.42m､入り口幅 0.85m）を会場とし、看護

師に､患者役に対し､人力のみの介助方法とスタンディングマシーンを使用した介助方法の両方

を行ってもらった｡介助方法については､2～3 回練習してもらってから､実験を行った｡なお、実

験の様子は録画し､介助を記録するとともに､所要時間を測定した｡ 

③ 評価方法(表面筋電図および角度センサ) 

看護師の左右上腕二頭筋､左右傍脊柱筋(L4/L5 レベル)に表面筋電図の電極を貼付した｡機器

は BioPac 社 MP150 を用いた(sampling rete 2000/sec)｡測定後､解析ソフト Acqknowledge を使

用して､原波形を Band Pass Filter（FIR 上限 500､下限 10Hz）を通し､RMS 処理(100msec)を行

った後､％MVC(Maximum Voluntary Contraction：MVC)を算出した｡ 

本研究では､エスアンドエムジー社角度センサ(BioLog DL-4000)を使用し､脊柱の L4/L5 レベ

ルでの腰部屈曲角度を測定した｡解析ソフト TRIAS2 を使用して､元データを Low Pass Filter (3

点移動平均､10Hz)を通し､腰部屈曲角度の平均値を求めた｡ 

④ 実施した看護師と患者役の主観(質問紙) 

 研究対象者に､感想を書いてもらうとともに､トイレ介助用 TSS として、安定感､安心感､移動

のしやすさ､患者の安全性､身体負担感の 5 項目を 1 点～7 点までのスケールで尋ねた｡ 

⑤ 倫理的配慮 

 研究対象者には､研究について書面および口頭で十分に説明し同意を得た｡本研究は､研究者所

属の研究倫理審査委員会の承認を得て実施した(保大第 71-47)｡ 

 

４．研究成果 

(1) 第一段階：先駆的に福祉用具を使用している施設での実際の利用者や使用方法の把握 

①スタンディングマシーンを使用できる対象者について 

見学で､脳卒中後の片麻痺等で､自力での立位や長時間の端座位ができない方でもスタンディ

ングマシーンは使える場合もあると分かった｡スタンディングマシーンを使用できる対象者の条

件として、少なくとも以下の a～ｄの条件は満たす必要があると考えた｡ 

a.スタンディングマシーンでトイレ介助を行うということが認識でき､同意が得られる｡ 

b.介助者の指示に従い協力動作ができる｡ 

c.車椅子座位が取れる。ベッド上では軽介助で支えれば短時間でも端座位がとれる｡ 

d.スタンディングマシーンを操作する時間を待つことができる｡ 



②スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法について 

スタンディングマシーンを使用している利用者の場合､スタンディングマシーンで支えた状態

で下衣を脱衣し､便座へ着座させ、排泄後もスタンディングマシーンで身体を支えて立位の状態

になり､臀部を拭き上げ､着衣していた｡ 

③スタンディングマシーンを使用した介助方法に関する注意点について 

スタンディングマシーンは、患者を移乗する際は､介助者の力をあまり必要としない。しかし､

患者を乗せた状態で長距離を移動する場合は､車椅子よりも車輪が小さいため､介助者はより大

きな力で押す必要がある｡ベッドとトイレ間の距離が短ければ､スタンディングマシーンのみで

ベッドから直接移動とトイレ介助が行えるが､距離がある場合は、移動は車椅子で行なって､ト

イレ介助はスタンディングマシーンで介助したほうがよい｡ 

(2) 第二段階：日本の病院環境で実施可能なスタンディングマシーンを使用したトイレ介助方

法の手順の開発 

本研究でのスタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法の概要を表 1 に示す｡ 

 本研究で使用したスタンディングマシーンは､専門家のアドバイスを元に小型で小回りがきく

アイソネックス社製スカイリフト(SL-2009U)と､下衣の着脱がしやすいエアスリングを選定した｡ 

(3) 第三段階：スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法の効果の検証 

①表面筋電図と腰部屈曲角度 

看護師 8 名の排泄前トイレ介助(患者の立ち上がりから便座への着座まで)および､排泄後トイ

レ介助(臀部の拭き上げから車椅子への着座まで)の平均％MVC を比較したところ､右左の上腕二

頭筋､左傍脊柱筋において､スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法で､筋活動が低く

なる傾向が見られ(図 1・図 2)、看護師の身体負担が軽減されていることを確認できた｡ 

表 1 スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法(概要) 

 

※上記は一例である｡患者の状況､スタンディングマシーンの機種によって操作方法は異なる｡ 

必ず､使用方法を確認の上､練習した上で実施する｡ 

図 1 図 2 



 介助場面毎に見た場合､人力のみでは､看護師に患者の体重がかかる上､方向転換するために腰

のひねり動作があり、腰部に特に負担がかかる「立ち上がり・方向転換」と「方向転換・車椅子

への着座」場面で、スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法で特に軽減がみられた｡

スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法は､看護師の腰痛予防につながると考える｡ 

腰部屈曲角度について、看護師 5 名のデータ

が得られた｡試技全体を通した平均腰部屈曲角

度を表 2 に示す｡腰部屈曲角度結果からも､スタ

ンディングマシーンを使用したトイレ介助方法

の方が､前屈姿勢になりにくく､看護師の腰部負担を軽減できていたと考える｡ただし､スタンデ

ィングマシーンを使用した介助の場合でも､腰部屈曲角度は 0°ではなく前屈姿勢もあった｡ス

タンディングマシーンの使用したトイレ介助を行う際も､看護師は､基本的なボディメカニクス

を忘れずに介助する必要がある｡ 

②看護師と患者役の主観 

 看護師および患者のトイレ介助用 TSS結果を

表 3 に示す｡看護師および患者役とも、スタン

ディングマシーンを使用したトイレ介助方法の方が点数が高く､肯定的に捉えていた｡ 

 患者役も､スタンディングマシーンを使用したトイレ介助方法が身体負担が少ないと答えた｡

その理由として､「人力のみのトイレ介助は介助者に体重をあずけ力がはいる｡スタンディング

マシーンを使用したトイレ介助方法は､スタンディングマシーンで体がふわっと持ち上がるため､

楽である」等と記載があった｡患者にとっても身体負担の軽減ができると考える｡ 

③所要時間 

介助の所要時間は､排泄前トイレ介助で､人力のみのトイレ介助方法が平均 84.5 秒､スタンデ

ィングマシーンを使用したトイレ介助方法が平均 248.5 秒であった(p<0.01)｡排泄後トイレ介助

で､人力のみのトイレ介助方法が平均 104.7 秒､スタンディングマシーンを使用したトイレ介助

方法が平均 221.4 秒であった(p<0.01)｡看護師・患者役への質問紙でも､スタンディングマシー

ンを使用した際は時間がかかるという声があった｡ 

しかし、人力のみの介助を続けていくことは､特に看護師の腰痛発生やそれにともなう離職の

リスクも依然高いままとなる｡少子高齢化社会において､看護職が長く現場で働けるようにする

ことは必要である｡患者を将来にわたって大切にするからこそ､看護師はたとえ時間がかかって

も､自分自身の身体も大切にしなければならないと考える｡ 

④研究の限界と今後の課題 

 第三段階の研究は､看護師 8 名と患者役 1 名のみの実験結果となっている｡特に患者側の負担

は､対象者を増やし､更に検証を重ねる必要もあると考える｡ 
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人力のみのトイレ介助方法
スタンディングマシーンを使用した

トイレ介助方法

排泄前トイレ介助 25.9 17.9
排泄後トイレ介助 20.6 13.3

表2 試技全体を通した看護師の平均腰部屈曲角度(°)

人力のみのトイレ介助方法
スタンディングマシーンを使用した

トイレ介助方法

看護師 15.9 28.4

患者役 17.3 33.1

表3 　　トイレ介助用TSS結果　　（点）
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